
Ⅰ 次の問1～問4の空欄 ア ～ ヘ に当てはまる整数を0～9から1つ選び，該当する

解答欄にマークせよ。ただし，分数は既約分数で表せ。また，根号を含む形で解答する場合は，

根号の中にあらわれる自然数が最小となる形で答えること。たとえば，4�2と答えるところを
2�8のように解答しないこと。（50点）
問1．次の条件によって定められる数列� an�がある。

a1＝1，an＋1＝
6an

4－5an
（ n＝1，2，3，……）

bn＝
1
an
＋

ア

イ
とおくと，数列� bn�は公比が

ウ

エ
の等比数列である。よって，

an＝
オ × カ n－1

キ × ク n－1－ ケ × コ n－1
，����� bk＝

サ シ

ス

�
�
�
�
1－
�
�
�
�

セ

ソ

�
�
	



n�
�
�
�

である。
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問題は100点満点で作成しています。
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問2．円 x2＋ y2－4x－2y＋1＝0の半径は タ である。この円と直線

y＝ a（ x＋3）（ただし，a＞0）が接しているとき，

a＝
チ ＋ ツ � テ ト

ナ ニ
である。

問3．方程式22x－2x＋1－2log23・2log25＝0の実数解 xを，10を底とする対数を用いて表す

と，x＝
log10 ヌ

log10 ネ
である。

問4．0≦ x≦ π において，関数 y＝�sin x�＋�3�cos x�は，x＝
ノ

ハ
π と

x＝
ヒ

フ
π で最大値 ヘ をもつ。ただし，

ノ

ハ
＜

ヒ

フ
とする。

―13―



Ⅱ 次の空欄 ア ～ ツ に当てはまる整数を0～9から1つ選び，該当する解答欄にマー

クせよ。ただし，分数は既約分数で表せ。また，根号を含む形で解答する場合は，根号の中にあ

らわれる自然数が最小となる形で答えること。たとえば，4�2と答えるところを2�8のよう
に解答しないこと。（30点）

3次関数 f（ x）＝ x3

8 －2x は，x ＝
ア � イ

ウ
で極小値 －

エ オ � カ

キ

をとる。kを正の定数とする。座標平面上において，直線 y＝ kx は，曲線 C：y＝ f（ x）と3点

で交わっており，それらの交点のうち x座標が最も大きい点を A とする。A における C の接線

の方程式は，

y＝�� ク ＋ ケ k��x－�� コ ＋ サ k��� シ ＋ ス k

であり，この接線と x軸の交点を Bとする。

x≧0の領域において，x軸と C で囲まれた領域の面積を S1，x軸と C および線分 ABで囲ま

れた領域のうち y≧0の部分の面積を S2とすると，

S1＝ セ ，S2＝
ソ k3

タ ＋ チ k

となる。k＝ ツ のとき，S1と S2は等しくなる。
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Ⅲ 次の空欄 ア ～ ナ に当てはまる整数を0～9から1つ選び，該当する解答欄にマー

クせよ。ただし，分数は既約分数で表せ。また，根号を含む形で解答する場合は，根号の中にあ

らわれる自然数が最小となる形で答えること。たとえば，4�2と答えるところを2�8のよう
に解答しないこと。（20点）

� � �点 Oを原点とする座標空間において， e1， e2， e3を基本ベクトルとする。この空間内の3点

A，B，Cに対して，
�� � �� � �� �
OA ＝2e1，OB＝2e2，OC＝－ e3

である。∠BAC＝ θ とおくと，cos θ＝ � ア イ

ウ
である。線分 ABを1：3に内分す

る点を P，△ABCの重心を Gとすると，

�� � � � �� � � �
CP＝

エ

オ
e1＋

カ

キ
e2＋ ク e3，CG＝

ケ

コ
e1＋

サ

シ
e2＋

ス

セ
e3

である。
�� ��さらに，Gから直線 CPに下ろした垂線と直線 CPの交点を Qとする。CQ＝ k CP（kは実

数）とおくと，k＝
ソ

タ
であり，GQ＝

チ � ツ テ

ト ナ
である。
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